
 

 

令和４年度 学校経営計画に対する最終評価報告書 

石川県立金沢二水高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組   実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

 

 

１ 

学習指導： 

ＩＣＴの活用を推

進するとともに、

探究型授業の充実

をはかり、主体的

に学ぶ生徒を育成

する。 

① 生徒が「予習→授業→復習」

の学習サイクルを確立し、主体

的に学習に取り組むようにす

る。 

１，２年生の平日家庭学習時間平均が３時間以

上である生徒が 

Ａ：５０％以上  Ｂ：４５％以上 

Ｃ：４０％以上  Ｄ：４０％未満 

             

１２月 生徒アンケート結果 

よく･おおむねあてはまると答えた割合 

 １年生：３４.３％ （３６.５％） 

  ２年生：３３.５％ （４４.６％） 

  1，2年：３３.９％ （４０.６％） 

                       【達成度Ｄ】 

・１,２年生はH30:40.3%→R1:36.8%→R2:46.8%→R3:40.6%→

R4:33.9%、3年生はH30:93.1%→R1:90.8%→R2:91.7%→
R3:89.5%→R4:92.0%と変化している。 

・１,２年生で昨年度より減少している理由としては、通塾者

の増加の影響（H30:38.6%→R1:46.1%→R2:49.1%→R3:53.3% 
→R4:47.8%）と携帯電話の2時間以上の使用者の増加の影響
（H30:38.3%→R1:46.1%→R2:49.1%→R3:53.3%→R4:60.4%）

があると考えられる。 
・今後は、アンケートの問い方を変更することで授業外での学
習時間実態の把握を図る。また、生徒には、携帯電話の使用

の自覚を促したり、学習の具体的な方法（予習復習、課題の
やり方）を伝えることで学習時間の確保を図る。 

② 変化の激しい社会の中で、生

徒が将来様々な問題や課題に直

面しても対応できる論理的思考

力や表現力を身につけるように

授業改善を推進する。 

「授業を通して思考力が高まった」、「授業を

通して表現力が高まった」の問いに対して「あ

てはまる」と答える生徒の平均が 

Ａ：５０％以上  Ｂ：４０％以上 

Ｃ：３０％以上  Ｄ：３０％未満 

                       

１２月 生徒による授業評価結果 

「あてはまる」と答えた割合 

 思考力が高まった：４６.２％ 

         （４４.１％） 

 表現力が高まった：４１.６％ 

         （３８.５％） 

平 均：４３.９％ 

（４１.３％） 

             【達成度Ｂ】 

・思考力についてはH30:33.3%→R1:38.7%→R2:42.7%→ 
R3:44.1%→R46.2%、表現力については、H30:29.3%→
R1:33.6%→R2:37.4%→R3:38.5%→R4:41.6%と年々増加してい

る。 
・授業を思考力や表現力を重視する方向へ改善していった結
果、評価が上昇したと考えられる。特に今年度は４月から一

人一台端末が整備されてきたことで、その活用が進んだこと
も影響していると思われる。今後も一人一台端末の活用をさ
らに進め、思考力や表現力を高めていく。 

③ 授業やあらゆる学校行事の機

会を利用して、自分の意見や調

べたことを発言・発表できる場

と雰囲気をつくり、失敗をおそ

れずに応答や意見発表ができる

生徒の増加を図る。 

「必要な場面で積極的に発言・発表することが

できる」と答える生徒が 

Ａ：５５％以上  Ｂ：５０％以上 

Ｃ：４５％以上  Ｄ：４５％未満 

                      
 

１２月 生徒アンケート結果 

 よくあてはまる  ：２０.３％ 

          （２２.９％） 

 おおむねあてはまる：５０.３％ 

          （４６.４％） 

        合 計：７０.６％ 

          （６９.３％） 

             【達成度Ａ】 

・発言・発表することができる生徒は、H30:48.6%→R1:48.1% 

→R2:67.3%→R3:69.3%→R4:70.6%と年々増加している。 

・今後も、一人一台端末をさらに活用し、意見交換の場や表現

する機会を増やす等、様々な機会を作り、生徒の発言・発表

の機会を増やしていく。 

④ 探究型授業の基盤となる豊か

な知識を身につけるため、生徒

の読書活動を推進する。また、

二水版ビブリオバトル（競技ス

タイルの書評プレゼン大会）を

充実させることにより、的確な

発信力の育成にも一層努める。 

図書の貸し出し冊数が 

Ａ：4,000冊以上  Ｂ：3,500冊以上 

Ｃ：3,000冊以上  Ｄ：3,000冊未満 

                       

 

１月末時点 図書の貸し出し冊数 

            １,７３５冊（４,２４５冊） 

１年831冊、２年547冊、３年375冊 

                  【達成度Ｄ】  

  

・貸し出し冊数は昨年同期の約4割である。これは過去10年間
で一番少ない。理由として、たくさんの本を借りる生徒が減少

したことと授業での活用が減ったため本を借りる生徒が少な
くなったためである。前者については、上位 5人でR3年:959
冊、R2年:859冊借りられていたが、R4年:410冊である。後者

については、R3:70日、R2:90日に対しR4:36日である。 
・今後は授業での活用を増やすことで、生徒に本を身近に感じて
もらうようにする。 

学校関係者評価委員会の評価 
・アンケート項目が抽象的であるため、具体的な内容で問いかけるように変更したり、量的な変化だけでなく質的な変化も調べる。 
・年度別の変化だけでなく、同一集団の経年変化を調べる。 

・図書の貸し出し内容について、分類や一人あたりの冊数について把握する。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・アンケートをより具体的なことについての問い方に変更し、回答欄に記述欄を設けるなどの変更をするとともに、同一集団の経年変化も分析する。 

・図書の貸し出し内容について、分類や一人あたりの冊数を分析することで、適切な貸出方法を検討する。 



 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組    実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

２ 進学指導： 

生徒の進路意識の

成熟を促し、高い

目標を強い意志を

持って実現する生

徒を育成する。 

① ３年学年団と協働し、外部模

試の判定結果のみに志望校を左

右されずに自己の志望を貫ける

生徒を育てる。個人面談や学年

集会等で年度当初から声かけを

励行する。 

３年生の９月段階で難関大・金大を志望する生

徒が 

Ａ：６５％以上 

Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５５％以上 

Ｄ：５５％未満    

９月 ３年第２回志望校調査 

 難関大・金大の志望者数 

    ２３５名 全体の６２.０％ 

   （２３７名 全体の６０.６％） 

             【達成度Ｂ】 

・難関大・金大の志望割合はR1:64.6%→R2:58.5%→R3:60.6%→

R4:62.0%と約６割で推移している。 

・１、２年生から高い志望を持つような意識づけを行うととも

に、志望が実現できる学力の育成をしていきたい。 

 

② 進路検討会や日常の情報交換

を通じて、授業や部活動で関係

する生徒の成績を把握し、進路

志望について助言に努める。 

「授業を受け持つ生徒や顧問をしている部の生

徒の成績を把握し、進路志望についての助言に

努めているか」の問いに対して、「よくあては

まる」または「おおむねあてはまる」と答える

教員が 

Ａ：９０％以上    

Ｂ：８０％以上    

Ｃ：７０％以上    

Ｄ：７０％未満    

１２月 教職員アンケート結果 

 よくあてはまる  ：２８．６％ 

          （３７.１％） 

 おおむねあてはまる：５１．４％ 

          （４５.７％） 

                合計：８０．０％ 

              （８２.８％） 

              【達成度Ｂ】 

・教員の割合は、H30:82.8%→R1:88.1%→R2:86.9%→R3:82.8%

→R4:80.0%と近年減少の傾向がある。 

・生徒の成績や進路情報については職員会議等を通じて、情報

の共有をさらに図るとともに、学年会や進路検討会等の会議

だけでなく、担任と授業担当者や顧問が適時、情報交換を行

うことで生徒への適切な助言に努める。 

 

③ 保護者懇談や保護者対象の進

路説明会、生徒への面談をとお

して、生徒の進路に関して保護

者と緊密な情報交換を行い、信

頼関係を築く。特に３年生の保

護者には、５月に進路説明会を

行い、入試制度改革元年である

昨年度の入試結果を丁寧に説明

する機会としたい。 

「本校の進路指導や保護者への情報提供は適切

であるか」の問いに対して「よくあてはまる」

または「おおむねあてはまる」と答える保護者

が 

Ａ：９０％以上    

Ｂ：８０％以上    

Ｃ：７０％以上    

Ｄ：７０％未満    
 

１２月 保護者アンケート結果 

 よくあてはまる  ：１７．８％ 

          （１８.９％） 

 おおむねあてはまる：６３．７％ 

          （６０.９％） 

                合計：８１．５％ 

                 （７９.８％） 

             【達成度Ｂ】 

・保護者の割合は、H30:81.5%→R1:83.9%→R2:78.7%→R3:79.8

%→R4:81.5%と約８割で推移している。 

・コロナ禍（R2、R3）で進路説明会等での情報提供がオンライ

ンによる配信であったのに対し、今年は対面式の説明会等を

行うことができたことにより、コロナ禍前の水準に戻すこと

ができた。 

・今後は、説明会をオンラインの配信や対面を状況により使い

分け、より情報提供ができるようにしていきたい。 

 

④ 担任面談、学年集会、進路講

演会、進路説明会等で目標達成

に向けての生徒の取り組みを評

価し、意欲を高めるとともに、

入試対策を充実させることによ

り進路実績の向上を図る。 

 

現役合格者数が 

Ａ：金大が８０以上かつ難関大が３０以上 

Ｂ：金大が８０以上かつ難関大が３０未満 

Ｃ：金大が８０未満かつ難関大が３０以上 

Ｄ：金大が８０未満かつ難関大が３０未満 

 

  

学校関係者評価委員会の評価 

・授業担当者や部顧問の助言については、モデルを示す。 

・同一集団の経年変化を調べ、分析する。 
・アンケートの項目が曖昧なため、結果がわかりにくいものになっている。 
・理系女子の人数を増やす。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・授業担当者や部顧問の助言について、効果のあった助言について、まとめ共有する。 
・5年前からの同一集団の経年変化について分析し、その結果をもとに具体的な方策を検討する。 

・アンケートの項目を具体的なものに置き換える。 
・行事等での講師に、ロールモデルとなるような女性講師を依頼することで、女子生徒の理系に対する意識を高める。 
 



 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

３ 生徒指導・部活動： 

人間形成に主眼を

おいた生徒指導を

行い、進学校にふ

さわしい部活動を

追求する。 

① 効率的な部活動による生徒の

学習時間の確保や、学習環境の

整備に努めるとともに、部員が

主体的に活動する指導を工夫

し、技能や成績を向上させる。

部活動で得た自信を勉学につな

げ真の文武両道を目指す。 

① 「勉強と部活動の両立ができている」と答え

る生徒が 

Ａ：８０％以上  Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

            

② 高校総体の学校順位が 

Ａ： ８ 位以上  Ｂ：１０位以上 

Ｃ：１２位以上  Ｄ：１３位以下  

①１２月 生徒アンケート結果 

 よく･おおむねあてはまると答えた割合 
 １年：６７．９％ ２年：６３．４％ 
     （７１.９％）  （７４.５％） 

 ３年：８８．９％ 全体：７３．４％ 
      （７９.４％）    （７５.２％） 
                          【達成度Ｂ】 

② 県高校総体の学校順位 
男子１６位以下（１７位） 
女子 ７位（１０位） 

総合１４位（１１位） 

                      【達成度Ｄ】 

①生徒の全体の割合は、H30:73.9%→R1:78.0%→R2:75.8%→R3:

75.2%→R4:73.4%と推移している。学年別では3年生の評価が
高い。このアンケートは部活動に入っている生徒のみを対象
（１年：308人、２年：263人、３年：72人）としており、３

年生では部活動を継続したものが答えているため高くなって
いる。１・２年生については両立ができるように、顧問や担
任が適切な助言を行うように努める。 

②総合成績は、H30:14位→R1:9位→R2:順位無し→R3:11位→R4

:14位と推移している。今年度についてはコロナ禍による休

校や部活動停止などで部活動が十分できなかったことが影響

していると考えられる。今後は状況を踏まえて、コロナ禍以

前の部活動に戻すようにしていく。 

②  

 

 

生徒が自主的に挨拶を行うよ

う、教職員自らが積極的に挨拶

を行い、教職員、生徒の自覚を

さらに高める。 

「挨拶はしっかり行っている」と答える生徒が 

 Ａ：６０％以上  Ｂ：４０％以上 

 Ｃ：２０％以上  Ｄ：２０％未満 
            
 

１２月 生徒アンケート結果 
 よくあてはまると答えた割合 
 １年：４２.２％ ２年：３５.４％ 

      （４３.８％）  （４４.１％） 
 ３年：４０.０％ 全体：３９.２％ 
      （３９.２％）  （４２.４％） 

                          【達成度Ｃ】 

・アンケートでは、H30:33.8%→R1:42.7%→R2:37.8%→R3:42.4

%→R4:39.2%と約４割で推移している。 

・挨拶については今後も継続して、挨拶運動を続けている野球

部や生徒会執行部等の生徒たちとともに、教職員も挨拶を行

い、挨拶をしっかり行う生徒を育てていく。 

③  

 
本校の「いじめ防止基本方

針」に基づき、いじめアンケー

ト、個人面談・保護者懇談や学

校行事等の取り組みを堅実に実

施することで、いじめの発生を

防ぐ。 

「十分取り組んでいる」と「取り組んでいる」

と答える教員が 

Ａ：９５％以上  Ｂ：９０％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

            

 

１２月 教職員アンケート結果 
 十分取り組んでいる：４７.１％ 

          （４５.７％） 
 取り組んでいる  ：５１.４％ 
          （５０.０％） 

 合 計：９８.５％ （９５.７％） 

                【達成度Ａ】 

・教員の割合は、H30:98.5%→R1:92.6%→R2:97.2%→R3:95.7%

→R4:98.5%と高い水準で推移している。 

・日頃の観察に加え、いじめアンケートや個人面談、保護者懇

談で生徒を把握するとともに、研修等で対応を学ぶことで、

「いじめ防止基本方針」に則った細かな指導を行う。特に相

談室や保健室、生徒課との連携を強化し、早期発見、解決に

努め、「十分取り組んでいる」の割合を高める。 

 

④ 

 

 

 

 

日頃からの生徒観察をとおし

て気づいたことを見過ごさず、

すばやく共通理解を図り、学校

全体が連携して的確な対応を組

織的に行い、心身の調和を基盤

とした生徒の人間形成を図る。 

「担任・教育相談室・保健室等と連携し、問題

（悩み）等を抱える生徒の早期発見・早期解決

に努めているか」の問いに対して「よくあては

まる」と答える教員が 

Ａ：７０％以上  Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５０％以上  Ｄ：５０％未満 

１２月 教職員アンケート結果 

よくあてはまる    ：４８.６％ 
         （５７.１％） 

             【達成度Ｄ】 

・教員の割合は、H30:58.6%→R1:57.4%→R2:58.6%→R3:57.1%

→R4:48.6%と推移している。今年度はこれまでに比べると約

9ポイント下がっている。 

・この項目は、前項と同様に本来職員全員が努めるべき項目で

あることから、職員の意識を高めていくことが必要である。 

 

学校関係者評価委員会の評価 
・不登校でいじめが原因になっていないか注意する。 
・不登校の生徒の高校後の対応についても考える。 

 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・いじめについてはアンケートや生徒観察を行うことにより早期発見に努める。 

・不登校等については、これまでに引き続き、専門的な知見を持ったスクールカウンセラーやスクールソシアルワーカー、外部機関等と連携を強め、取り組んでいく。 
 

 
 



 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

４ 学校組織： 

業務の効率化を進

めつつ高い使命感

を共有しよりよい

教育活動を追求す

る。 

 タイムマネジメントについて

意識を高め、業務の見直しや会

議運営の効率化、ICTスキル向上

等により職員のワークライフバ

ランスを図り、教育活動の質を

高める。 

「効率化やタイムマネジメントを意識した業務

の遂行に努めている。」の問いに対して「よく

あてはまる」「おおむねあてはまる」と答える

教員が, 

Ａ：８０％以上  Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

１２月 教職員アンケート結果 

 よくあてはまる    ：２７.１％ 

          （３０.０％）  

  おおむねあてはまる：６４.３％ 

          （５４.３％） 

        合計：９１.４％ 

          （８４.３％） 

             【達成度Ａ】 

・教員の割合は、R2:84.3%→R3:84.3%→R4:91.4%と増加してい

るが、「よくあてはまる」はR2:31.4%→R3:30.0%→R4:27.1%

と徐々に減少している。 

・職員の意識は高まっているが、まだ十分な取組にはなってい

ない。 

・新学習指導要領の進行やＧＩＧＡスクールでの一人一台端末

の活用などに係る業務により、教職員の負担は増えている。

そのため、教材の共有化や定型業務のマニュアル化などによ

り、業務改善の効率化に引き続き努めていく。 

学校関係者評価委員会の評価 ・教員のメンタルヘルスケアのための具体的な方法を検討する。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 ・メンタルヘルスケアとして、仕事の量と質や労働時間の管理などの「働きやすい環境作り」及びストレスチェックを活用した「早期発見・適切な対応」に取り組む。 

 


